
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学校教育目標 
 確かな学力と勤労意欲に富み、自己実現を図り社会の期待を担える心豊かな人材を育成する。 

 

２ 目指す学校像 

   ○ 進路希望や興味・関心に応じ、普通教育に関する科目や専門教育に関する教科・科目を選択して 
     学習でき、幅広い進路希望が実現できる学校 
   ○ キャリア教育や地域連携・地域貢献活動を推進し、職業意識が高く、自然や郷土を愛し、地域社 
     会に貢献できる生徒を育てる学校 
   ○ きめ細かな指導を行い、一人一人の学力を高め定着させ、課題を積極的に解決しようとする意欲 
     のある生徒を育てる学校 
 

３ 募集する生徒像 

  本校の教育目標・目指す学校像を理解し、本校を強く志望する生徒で、次の(1)及び(2)に該当する生
徒 

(1) 学習面はもとより、将来を見すえた資格取得にも積極的に挑戦するなど、常に向上心を持って取 
     り組み、あきらめず努力を続けることができる生徒 
   (2) 部活動や生徒会活動・ボランティア活動・研究活動などに、意欲的・継続的に取り組むことがで 
     きる生徒 
 

４ 特色選抜の定員の割合 

  普通科      ２０％程度 
   食料生産科    ３０％程度 
   環境緑地科    ３０％程度 
   ライフデザイン科 ３０％程度 
 

５ 特色選抜に出願するための資格要件 
  基本的生活習慣及び本校での教育を受けるに足る基礎学力が身に付いており、部活動や生徒会活動・ 
ボランティア活動・研究活動などに積極的に取り組む意志があり、志願する科の(1)から(3)までのいず 
れかに該当する者 

   【普通科】 
    (1) 本校の普通科における特色を理解し、普通科の学習に取り組む明確な目的を持ち、学んだこと

を将来の進路に結びつけたいという意志のある者 
(2) 学力を伸ばし、資格取得・各種検定などに積極的に挑戦する意欲のある者 
(3) 自己の実現を目指し、大学･専門学校等の上級学校への進学などを目標とし、向上心を持って 

      努力できる者 
   【食料生産科】 
    (1) 作物の栽培や家畜の飼育・食品などに興味・関心があり、食料生産科の学習内容を学ぶ明確な  

目的を持ち、積極的に学ぶ意欲を持つ者 
    (2) 資格取得や技能検定・農業クラブに関する競技会などに積極的に取り組む意志のある者 
    (3) 農業や畜産、食品、生命科学分野に関わる大学・専門学校等の上級学校への進学、または関連 
      した産業に就職する意志を持ち、向上心を持って努力できる者 
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【環境緑地科】 

    (1) 環境保全や森林維持管理、花や樹木の育成や庭づくりなどに興味・関心があり、環境緑地科の 
      学習内容を学ぶ明確な目的を持ち、積極的に学ぶ意欲を持つ者 
    (2) 資格取得や技能検定・農業クラブに関する競技会などに積極的に取り組む意志のある者 
    (3) 環境関係、農林業、園芸、生命科学分野に関わる大学･専門学校等の上級学校への進学、また 
      は関連した産業に就職する意志を持ち、向上心を持って努力できる者 
  【ライフデザイン科】 
    (1) 食分野・保育分野などに興味・関心があり、ライフデザイン科の学習内容を学ぶ明確な目的を

持ち、積極的に学ぶ意欲を持つ者 
    (2) 資格取得や技能検定などに積極的に取り組む意志のある者 
    (3) 食分野・保育分野・衣生活分野に関わる大学･専門学校等の上級学校への進学、または関連し

た産業に就職する意志を持ち、向上心を持って努力できる者 
 

６ 特色選抜の方法 

選抜方法 内   容 

面 接 個人面接 時間１０分程度 

作 文 時間４０分 字数４００～５００字 

 

７ その他、特色選抜における特記事項 
  なし 
 

８ 特色選抜における選抜の手順等 
   【資料の取扱い】 
    １ 志願理由書は、調査書とともに、資格要件の確認及び面接時の資料として用いる。 
    ２ 調査書は、次のように評価する。 
     ① 「各教科の学習の記録」は、各学年の評定を合計する。（１３５点満点） 
     ② 「特別活動の記録」等、点数化されない部分については段階評価を行う。 
       特に「行動の記録」を重視する。 
     ③ 「総合的な学習の時間の記録」、「文化活動・スポーツ活動・社会活動・特技等の記録」は、 

総合的な評価をする際に活用する。 
    ３ 面接及び作文は、段階評価を行う。 
 
   【選抜の手順】 
    次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分の内容を考慮して総合  
   的に選抜する。 

      第１次審議 
           【資料の取扱い】の２の①で点数化した部分の合計点数の順位が、特色選抜の募集定員の                                           

８０％以内にある者（ただし、定員に満たない場合は受検者の８０％以内にある者）で【資料の 
取扱い】２②及び③の評価と面接・作文の評価が良好で、特に資格要件に該当する事項が顕著で 
あり、本校の教育を受けるに足る能力、適正があると認められた者を合格内定とする。 

 
     第２次審議 

  第１次審議において合格内定となった者を除いた全ての受検者について、調査書等の書類を 
含む全ての検査結果を総合的に判断して、合格内定者を選抜する。 

 
  


